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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月3日(2016.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明に係る電子機器は、外装部材を有する本体部と、前記本体部において前記外装部
材の内側に配置されるアンテナ部を有する無線通信手段と、前記本体部から外部に突出す
るように前記本体部に締結された金属部材とを備える電子機器であって、前記金属部材は
、使用者が前記本体部を操作するために前記本体部を把持する部位から離れた位置に設け
られ、且つ、前記アンテナ部は前記金属部材の近傍に配置され、前記外装部材における少
なくとも前記アンテナ部の周辺の領域は誘電性であることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　前述の通り、無線基板４１をビス４５ａにより不図示の金属板に締結、固定することに
より、無線基板４１はアンテナ部４２とは離れた位置でグランド接続される。また、この
不図示の金属板と第１の耳環５４ａとがビス７２ａ，７２ｂにより電気的に接続されるこ
とで、無線基板４１のグランドと第１の耳環５４ａとが電気的に接続される。これにより
、無線基板４１のグランド性能を確保することができ、同時に、アンテナ部４２の近傍に
配置されたビス７２ｂはアンテナ部４２の共振周波数に影響を与えることがないため、電
波の送受信の妨害が生じることを回避することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　外装部材を有する本体部と、前前記本体部において前記外装部材の内側に配置されるア
ンテナ部を有する無線通信手段と、前記本体部から外部に突出するように前記本体部に締
結された金属部材とを備える電子機器であって、
　前記金属部材は、使用者が前記本体部を操作するために前記本体部を把持する部位から
離れた位置に設けられ、且つ、前記アンテナ部は前記金属部材の近傍に配置され、
　前記外装部材における少なくとも前記アンテナ部の周辺の領域は誘電性であることを特
徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記外装部材は、前記誘電性の領域を除いて導電性を有し、
　前記金属部材は、前記導電性を有する領域に電気的に接続されていることを特徴とする
請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記本体部は、グランドに接続され、且つ、前記外装部材によって覆われる本体を有し
、
　前記外装部材の前記導電性を有する領域と前記金属部材とは、互いに嵌合するビスとビ
ス座とにより電気的に接続され、
　前記金属部材は、前記本体に対して金属板を介して締結されていることを特徴とする請
求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記無線通信手段は、前記アンテナ部を実装する基板を有し、
　前記基板が前記金属板に締結されることによりグランドに接続されることを特徴とする
請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記外装部材は誘電性樹脂からなり、前記外装部材の内側の面において前記導電性を有
する領域には導電性皮膜が形成されていることを特徴とする請求項２乃至４のいずれか１
項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記外装部材において、前記誘電性の領域は誘電性樹脂で形成され、前記導電性を有す
る領域は導電性樹脂又は金属で形成されていることを特徴とする請求項２乃至４のいずれ
か１項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記アンテナ部と前記金属部材とは、前記本体部に対して設定される直交座標系の少な
くとも２軸の方向において重ならないように配置されていることを特徴とする請求項１乃
至６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記本体部は、撮影レンズ鏡筒が取り付けられるマウント部を有し、
　前記アンテナ部と前記使用者が前記本体部を把持する部位とは、前記マウント部を挟ん
で反対側に配置されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の電子
機器。
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